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た る み

尚志
ひ さ し

）

は、相互に連携し、超電導関連技術等を利用した電力貯蔵技術の研究を推進するた

め、鉄道総合技術研究所が県に技術協力を行うことについて、本日、協定を締結いた

しました。 
 
太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギーは、CO2 の排出量が少ない特長

があり、地球温暖化対策として導入促進に国をあげて取り組んでいるところです。さらに、

原子力発電所の推進が見直される中、その大量導入が急務となっています。 
しかし、再生可能エネルギーは日照時間や風速などの自然条件によって発電量が

大きく増減することから、より効率的にエネルギーを利用するためには、電力蓄電装置

などにより発生電力を平準化する必要があります。 
現在、一般的には鉛蓄電池やリチウムイオン蓄電池などが蓄電装置として使用され

ていますが、電力系統を安定化させるためには大容量の電力貯蔵技術が必要とされて

おり、超電導などの新技術の開発が期待されているところです。 
 
公益財団法人鉄道総合技術研究所は、超電導磁気浮上式鉄道の技術開発を行っ

ている日本を代表する研究機関であるとともに、電力貯蔵技術の一つである超電導フラ

イホイールの実験機を製作して研究を行っている国内唯一の研究機関であり、山梨リニ

ア実験線での技術開発を通して本県とも密接な関係があることから、連携して本県に技

術蓄積のある超電導や水素等を用いた電力貯蔵技術の研究の推進を図ることとしまし

た。 
 
今後、有識者による委員会を設置して研究の推進に向けた基本計画を策定するとと

もに、超電導関連技術等の研究会やシンポジウムを開催していきます。 
また、国において平成 25 年度から新しい電力貯蔵技術に関する実証試験が始まる

見通しであることから、この実証試験の県内誘致を目指すとともに、研究フィールドを整

備することにより、太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入を促進し、併せて関

連産業の振興を図り、低炭素社会の実現と県内産業の活性化に取り組んでいきます。 
以上 

 
＜本発表内容に関するお問い合わせ先＞ 
 山梨県 企業局電気課 TEL：055-223-5389（直通） 
 (公財)鉄道総合技術研究所 総務部 広報 TEL：042-573-7219（直通） 
 



超電導フライホイール

超電導エネルギー貯蔵装置 （SMES）

超電導を利用した電力貯蔵機器の例

超電導を用いて、重量物を真空
中で浮上させ、それを外部から
回転させ、回転力として電力を
蓄える。

電流の流れているコイルには、電
磁エネルギーが蓄えられるが、こ
のコイルを超電導線材で作ること
によって、熱損失なしに大電力を
貯蔵することが可能となる。

※中部電力株式会社 ホームページより
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